
我々が生きるこの社会は

古き歴史を訪ぬれば、ギリシアのポリスであるアテネの如きを追想できます。

当時、アテネがペルシア帝国との戦争に勝利したその要因は、実に、民衆の意見を基盤とする

政治制度、「民主主義」にありました。

そして、まさにその民主主義が幾千年の時を越え、現代社会に定着しています。

そんな民主主義の基礎を築いているのは、「民衆の意見」すなわち、「意見の表明」であることは

自明でしょう。

この「意見の表明」により議論が発生し、改善策や折衷案が生まれることで、我々の社会は常に

前進してきました。

そして近年では、多様な意見が生まれ、話しあいでこれを反映しようとする動きが広まりつつあり

ます。

しかし、そんな流れの中で、現代の議論は少しいびつな形をとり始めているのです。

本弁論では、多様化社会の中で「より良い社会を構成するために」、

どのような価値観のもと議論を形成していくべきか考えたいと思います。

まずは、私たちの話し合いの前提となる民主主義について考えてみましょう。

本弁論では民主主義を、「人々が意見を出し合い、出された意見をもとに人々もしくはその代表

が物事を決めるシステム」と定義します。

このシステムは、多数派の意見を反映しやすい一方、少数派の意見は反映されにくい側面があ

ります。

そのため、少数派の意見をうまく汲み取る必要があり、それが実現されることで、これまで過ごし

にくさを感じてきた人たちにとっても、過ごしやすい社会へと一歩近づくことができるのです。

この民主主義の欠点を補おうとする動きこそ、近年よく言う多様性。

すなわち、様々な人の意見を反映しようという試みと言えるのではないでしょうか。

多様性が人々の意識に根付いたことにより、何を決めるにおいても文字通り「多様」な意見に配

慮がなされ、これらが取り入れられるようになったのです。

実際に、性的少数者の意見を反映した結果として、中学校や高校において、女子生徒でもズボ

ンの制服を、男子生徒でもスカートの制服を選択できるようになりました。

これは全て、「多様性」の観点が一般的になったからでしょう。

「多様性」の意識は、民主主義の中で、少数派の意見にも配慮した理想的な社会を実現するた

めに重要なことなのです。

そして、この風潮を受けて、少数派に所属し、積極的に意見を主張する人たちが現れました。



このような少数派を「ボーカルマイノリティ」といいます。

この「ボーカル」という言葉は、声が大きい、つまり意見を主張するということです。

皆さんも、意見を表明しない大衆を意味する、「サイレントマジョリティ」という言葉には聞き馴染み

があると思います。

ボーカルマイノリティとは、まさにこのサイレントマジョリティの対義語、積極的に意見を表明する

少数派を意味する言葉です。

このボーカルマイノリティのおかげで、今までになかった発想が社会に取り入れられるようになっ

たのです。

その一方で、昨今は、「多様性」の意識が強すぎるあまり、そのほかの少数派の意見や多数派と

の合意の形成が軽視されてしまうことが多々あります。

これにより、極端な主張をする少数派の意見までもが通ってしまっているのです。

こういった主張をする人たちをノイジーマイノリティと呼びます。

例えば、東京オリンピックでの例。

重量挙げでトランスジェンダーの女性が女性部門で出場できるように要求し、これが認められま

した。そしてこの出場が決定した「後」、他の女性選手から不平等だとの批判が相次いだのです。

また、とある保育園では少数の住人の「子供の姿を見たくない」というクレームによって、カーテン

が開けられなくなってしまったり、

長野県では、たった１人の住民の苦情によって、公園が廃止されてしまいました。

このように、少数派による極端かつ一方的な意見、つまりノイジーマイノリティの意見が社会の決

定にそのまま反映されてしまっているのです。

さらに、ノイジーマイノリティによる被害はマジョリティに対するものにとどまりません。彼らは、同

じマイノリティに属する人々にも悪影響を与えています。

例えば、自分がフェミニストというだけで、

一部の過激な意見を持つフェミニストなどと同じ考えを持っているとレッテルを貼られたり、その

せいで本当に救済が必要な人々の意見が埋もれてしまったり、、、、

ノイジーマイノリティの意見が採用されている現状は、多数派だけでなく、少数派にもさまざまな

側面で被害を与えているのです。

ではなぜ、ノイジーマイノリティの意見が採用されるようになったのでしょうか。



理由は主に2つあります。
一つ目は、多数派が声を上げないこと、つまり多数派がサイレントマジョリティである事です。

皆さんもありませんか?
全員答えがわかるであろう問題で誰も手を上げない経験。

多数派が沈黙をしがちであることは、公共政策系の論文などでも多く指摘されています。

多数派は、基本的に利益を受け取る立場であり、また、自身が発言しなくても誰かは言ってくれ

るだろうという心理から、多数派は意見の表明を怠ってしまう傾向があります。

つまり、少数派の意見の内容以前に、サイレントマジョリティ、という言葉の通り、多数派の沈黙

によって、マイノリティの意見が通りやすくなってしまっているのです。

そして、二つ目は少数派の暗い歴史に対する反省です。

皆さんも知っている通り、少数派には、虐げられてきた歴史が存在します。

例えば、1990年代ごろまでは、性的少数者の存在を「異常」とみなす根強い社会的風潮がありま
した。

実際、国語辞書として有名な広辞苑では、

1991年まで同性愛者は異常性欲と記述されていました。
このように、性的少数者たちへの差別・偏見がまかり通る社会に「生きづらさ」を感じていた当事

者も少なくないでしょう。

この歴史の反省を受けて、少数派の生きづらさを解消していこうとする、多様化の風潮が広がり

始めたのです。

繰り返しになりますが、私たちの社会は民主主義です。

一人一人に意見を表明する権利があり、それぞれの賛成、反対に環境を変えていく力がありま

す。

つまり、今の環境に対する不満や、変えて欲しいところに声を上げるという行為は至極真っ当な

行為であり、それを反映させる社会も間違っていないのです。

しかし、一部の過激な少数派の意見が通ることによって、様々な問題が起こされていることもまた

事実。では、私たちはどうあるべきなのでしょうか。

私の理想は、少数派・多数派ともに最大限の利益を享受できる社会の実現です。

そのためには、一部の少数派の過激な意見に振り回されない社会の実現が不可欠なのです。

そうすることで、「多様性」豊かな、より様々な人が本当に過ごしやすい環境を作ることができま

す。さらに、本来反映するべき少数派の意見も拾い上げることができるのです。

ではどうすればこの理想を達成できるでしょうか？

まず、私は議論を判断する立場の人に対して、提案があります。



それは「マジョリティを議論に参加させる努力」をすることです！

そもそも少数派が意見を発するのは、

自分たちが過ごしにくい今の社会を変えたいという想いからです。

一方で、意見を発さずとも過ごしやすいマジョリティにとっては、そもそも何が論点にあるのか気

づきにくい構造となっています。

このようにして、少数派の意見は集まりやすく、少数派の視点に偏った決定がなされてしまうので

す。

この現状を変えるには、

議論を判断する立場になった時、これまで以上に多数派の意見を汲み取る姿勢が必要です！

もし、あなたが公園を管轄する市の職員ならば、公園を廃止する声をむやみに受け入れるので

はなくて、公園の利用者や他の近隣住民にも意見を聞いてみなければなりません。

もしあなたがオリンピックの委員ならば、トランスジェンダー女性出場をめぐる議論に、医学的な

専門家はもちろん、女性選手も参加させなければなりません。

これにより、多数派も含め、議論において様々な考えや意見が共有されるようになるのです。

しかし、意見を聞く準備を整えても、多数派が、サイレントマジョリティであれば問題は解決しませ

ん。

そこで、2つ目に、多数派の意識を、
サイレントマジョリティでは無く、「ボーカルマジョリティ」へと変えることを提案します。

つまり、誰もが意見を積極的に発信していく行為を、当たり前にするのです。

ノイジーマイノリティに働きかけるべきではないのか、と思う人もいるでしょう。しかし、そもそも発

言すること自体は何も問題がなく、

むしろ、少数派に働きかけてしまうと、有意義な意見までもが社会に反映されなくなってしまう恐

れがあり、根本的な解決とはなりません。

私たちに必要なのはマジョリティの意識の改革なのです！

過激な意見であっても、それが唯一の意見であったならば、それが総意であると判断されてしま

います。

現状を打開するためには、少数派の意見によって変化が起こる前に、マジョリティが議論に積極

的に参加する、「ボーカルマジョリティ」へと変わっていかなければならないのです！

さらに、サイレントマジョリティが声をあげるようになることは、議論を通して、少数派にもメリットを

もたらします。

これまでは、サイレントマジョリティが声を上げないことで、相対的に声を上げるマイノリティをノイ

ジーに感じる現象が起きていました。

そして、一部の少数派が目立つことにより、ボーカルマイノリティや声をあげないマイノリティすらもノイ

ジーのレッテルを貼られてしまうのです。



例えば、フェミニストや、ビーガンなど。

それ自体は悪くないはずなのに確かに定着している悪いイメージ、ノイジーマイノリティによる悪

影響を防ぐことは、このイメージを改善することにもなります。

意見を出す少数派へのイメージを変えることで、より少数派が発言する際のハードルを下げるこ

とにつながるのです。

このようにして、少数派、多数派の双方の意見がしっかりと議論の場で吟味される土壌を作るこ

とができるのです。

「マジョリティを議論に参加させる努力をする」ことと、サイレントなマジョリティが「ボーカルマジョリ

ティ」になること。

この二つが達成されてこそ、

「多様性」を一過性のトレンドとしない、様々な人が過ごしやすい社会が実現できるのではないで

しょうか。

万人に配慮しなければならない。一方で、社会全体の利益が実現されなければならない。

今の歪んだ多様性には、僕たち現代人のジレンマが現れています。

歪んだ多様性から、ノイジーマイノリティという言葉が生まれ、

最近ではどこか彼らを煙たがるような雰囲気も感じます。

しかし、この現状には、多数派に大いに責任があるのです！

私の提唱する価値観が広がり、

多様性が本来の効果を発揮することで、

より良い社会が実現することを願い、本弁論を終了させていただきます。

ご清聴、ありがとうございました。


